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柑

第
一
計
器
製
作
所

サ
ニ
タ
リ
用
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計

「
D
S
H
L
」シ
リ
ー
ズ

　
珂
第
一
計
器
製
作
所
（
兵

庫
県
尼
崎
市
大
物
町
1

7

2
、電
話
0
6

6
4

8
1

5
5
5
1
、
黒
田
俊

一
社
長
）
は
サ
ニ
タ
リ
用
L

C
D
デ
ジ
タ
ル
圧
力
計
「
D

S
H
L
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

し
た
。

　
乾
電
池
（
D
C
9
V
）
式

の
た
め
デ
ジ
タ
ル
表
示
な
が

ら
配
線
が
不
要
。
手
間
を
か

け
ず
に
従
来
の
圧
力
計
と
交

換
で
き
る
。
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム

一
体
構
造
を
採
用
。
封
入
液

を
廃
し
て
ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
背

面
に
直
接
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
を

貼
り
付
け
る
構
造
で
、
I
P

　
相
当
の
保
護
等
級
も
相

65ま
っ
て
、
従
来
か
ら
あ
る
隔

膜
式
に
は
な
い
安
心
と
安
全

性
を
持
つ
。
充
電
池
（
オ
プ

シ
ョ
ン
）
使
用
の
場
合
、
I

S
O
1
4
0

0
0
に
対

応
。
圧
力
ス

パ
ン
（
1
M

P
a
）
以
下

で
1
5
0
℃

／
m
i
n
ま
で
の
ス
チ
ー
ム

滅
菌
処
理
が
可
能
、
H
A
C

C
P
に
も
対
応
す
る
。

　
同
社
は
食
品
・
医
薬
品
・

化
粧
品
産
業
な
ど
の
ユ
ー

ザ
ー
に
最
適
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

【
特
長
】
臼
封
入
液
を
用
い

な
い
構
造
で
安
心
・
安
全
。

渦
ス
チ
ー
ム
滅
菌
可
能
、
H

A
C
C
P
対
応
。

嘘
I
P
　
相
当
の
保
護
等

65

級
。

唄
電
池
式
の
た
め
配
線
不
要

の
デ
ジ
タ
ル
表
示
。

欝
充
電
池
使
用
の
場
合
、
I

S
O
1
4
0
0
0
に
対
応
。

【
セ
ン
サ
部
仕
様
】
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非
直

線
性
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±
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R
坩
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ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
＝
±
0
・

5
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R
坩
C
坩
▽
繰
り
返
し

性
＝
±
0
・
5
％
R
坩
C
坩

▽
許
容
過
負
荷
＝
1
5
0
％

R
坩
C
坩
▽
破
壊
耐
圧
＝
1

0
0
0
％
R
坩
C
坩
▽
温
度

補
償
範
囲
＝
マ
イ
ナ
ス
5
〜

1
5
0
℃
▽
許
容
温
度
範

囲
＝
マ
イ
ナ
ス
5
〜
1
5
0

℃
▽
零
点
の
温
度
影
響
＝

±
0
・
0
5
％
R
坩
C
坩
／

℃
▽
出
力
の
温
度
影
響
＝

±
0
・
0
5
％
R
坩
C
坩
／

℃
▽
材
質
＝
受
圧
接
続
部
）

S
U
S
3
1
6
L
、（
放
熱

フ
ィ
ン
部
）
S
U
S
3
0
3

▽
プ
ロ
セ
ス
接
続
＝
I
S

O
 へ
ル
ー
ル
／
ね
じ
マ
ウ

ン
ト
▽
接
液
部
表
面
仕
上
げ

＝
電
解
複
合
研
磨
（
R
m
a

x
.
 0
・
7
S
）
▽
ス
チ
ー

ム
滅
菌
＝
m
a
x
・
1
5
0

℃
連
続
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計
量
法
改
正
雑
感
　
迦

日
本
計
量
史
学
会
会
長
　
蓑
輪
善
蔵

■
国
際
規
格
の
無
条
件
に
採

用
す
る
の
は
ど
う
か

　
国
際
化
の
問
題
は
O
I
M

L
や
I
S
O
の
規
格
を
そ
の

ま
ま
採
用
す
る
こ
と
は
如
何

な
も
の
か
と
思
え
ま
す
。
昔

の
事
に
な
り
ま
す
が
、
規
格

そ
の
も
の
が
研
究
室
で
な
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
一
般
取
引
に

は
不
必
要
な
物
で
あ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
は
か

り
の
計
量
器
検
定
規
則
で
検

定
方
法
や
公
差
の
決
め
方
は

O
I
 M
L
規
格
を
そ
の
ま

ま
採
用
し
た
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
誰
が
何
処
で
検
定

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
O
I
 M
L
や
I
S
O
の

規
格
は
一
般
用
、
研
究
用
が

一
緒
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

所
と
、
為
に
す
る
規
格
の
よ

う
に
も
思
え
る
所
が
あ
り
ま

す
。
国
内
法
は
よ
り
分
か
り

や
す
く
、
使
い
易
い
も
の
に

し
て
も
　
国
際
規
格
を
制
限

し
な
け
れ
ば
何
ら
差
支
え
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
は
か
り
の
場
合
、
普
通
の

商
取
引
で
は
千
分
の
一
ま
た

は
二
千
分
の
一
即
ち
千
円
、

二
千
円
で
一
円
の
誤
差
は
許

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
昔
は
こ
れ
を
目
安
に

置
い
て
い
た
時
も
あ
り
ま
し

た
。
特
定
の
専
門
家
し
か
読

め
な
い
、
使
用
出
来
な
い
一

般
に
必
要
な
法
律
は
、
最
早

通
用
し
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。

■
計
量
法
の
目
的
は

　
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら

と
云
う
言
葉
は
大
分
前
か
ら

諮
問
に
出
て
く
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
確
か
消
費
者
運

動
は
計
量
が
原
点
な
ど
と
云

わ
れ
た
こ
と
も
有
り
、
そ
の

関
係
を
蔑
ろ
に
す
る
つ
も
り

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
始
め
、

計
量
行
政
は
正
確
計
量
の
推

進
で
管
理
中
心
点
を
ど
ち
ら

か
に
動
か
す
事
で
は
な
く
、

結
果
的
に
消
費
者
の
為
に
な

る
と
の
考
え
が
基
本
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー

メ
ー
タ
ー
で
の
片
側
公
差
が

特
例
で
し
た
。
今
は
、
消
費

者
保
護
が
計
量
法
の
主
た
る

目
的
の
一
つ
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
の
を
見
る
と
、
隔
世

の
感
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
計
量
標
準
の
供
給
は
J
C

S
S
で
認
定
事
業
者
が
と

な
っ
て
い
て
、
認
定
事
業
者

に
な
る
為
の
必
要
用
件
が
相

当
な
厳
し
さ
で
あ
る
よ
う
で

す
が
、
産
業
技
術
総
合
研
究

所
の
代
理
を
さ
せ
よ
う
と
す

れ
ば
当
然
と
も
思
え
ま
す
。

し
か
し
、
認
定
事
業
者
が
行

う
事
業
の
責
任
ま
で
国
が
負

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
、

あ
れ
だ
け
厳
し
く
す
れ
ば
国

が
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

私
見
を
云
え
ば
　
国
は
計
量

標
準
の
供
給
と
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
事
に
限
り
そ
れ
以
降

の
こ
と
は
認
定
事
業
者
の
責

任
に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
産
総
研
で
計
量
精
度
を

一
桁
、
半
桁
上
げ
る
よ
う
な

研
究
な
ど
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
と
思
え
る
し
、
国
際
的

に
も
大
き
く
劣
る
部
門
が
あ

る
と
聞
く
と
気
が
滅
入
っ
て

き
ま
す
。

■
「
計
量
法
で
扱
う
数
値
は

絶
対
値
」
を
忘
れ
る
な

　
こ
の
他
計
量
法
で
扱
う
数

値
は
相
対
知
で
は
な
く
絶
対

値
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
兎
角
忘
れ
ら
れ

が
ち
に
な
り
ま
す
。
中
央
度

量
衡
検
定
所
が
研
究
所
と
し

て
脱
皮
し
よ
う
と
し
て
い
た

頃
、
機
械
試
験
所
か
ら
移
ら

れ
て
き
た
人
が
、
絶
対
値
を

取
り
扱
う
こ
と
が
如
何
に
大

変
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

と
、
話
さ
れ
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
技
術
行
政
で
、
知
っ
て
い

る
事
と
出
来
る
事
の
違
い
を

知
悉
し
て
法
文
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

■
計
量
士
の
権
限
を
見
直
す

必
要
が

　
ま
た
　
計
量
士
が
定
期
検

査
の
代
行
を
し
て
い
ま
す

が
、
不
合
格
処
分
は
行
政
処

分
で
あ
る
事
か
ら
、
こ
の
処

分
は
公
務
員
以
外
で
は
不
可

能
で
あ
り
ま
し
た
が
、
都
道

型式承認の更新手続きのご案内
（独）産業技術総合研究所

計量標準管理センター 標準供給保証室

■型式承認を取得されている皆様
　計量法では、製造事業者（輸入事業者、外国製造事業
者を含む）が取得した型式承認について、10年間の有
効期間が定められています。
　有効期間満了後、引き続き型式承認された計量器を製
造する場合は、有効期間満了前に必ず更新の手続きをす
ることが必要です。更新手続きが行われますと、有効期
間が 10年間延長される事になります。
　型式承認の更新を希望される事業者は、有効期限内に
下記の要領で更新手続きを行ってください。
　なお、型式承認を失効させた場合は、改めて承認を取
得し直して頂く事になりますので、ご注意下さい。

■型式承認の更新手順
　手続きは以下の手順で進められます。
臼申請者：型式承認更新申請の提出（有効期間満了の半
年前から有効期間満了日まで）
申請方法は、型式承認更新申請書に必要事項をご記入の
上、該当する受付場所に郵送等によりご提出下さい。
渦産総研：型式承認更新申請書の受理／型式承認更新受
理通知書の交付／請求書の発行
嘘申請者：更新手数料の振り込み（¥1,950/ 件）
唄更新手続き完了

■型式承認更新申請書の記載に関する注意事項
　以下のホームページに型式承認更新申請書等の様式
を掲載していますのでご活用下さい。　　　　　　　　
　
http://www.nmij.jp/kosei/hoteikeiryo/katashiki/koushin.ht-
ml
※複数の承認の更新を受けようとする特定計量器があ
る場合、事業の区分が異なる場合は別申請とするか、明
確に判別できるように記載して下さい。
※特定計量器を製造する工場又は事業所が複数ある場
合は併記して下さい。
※製造する工場等が型式により異なる場合は、別葉にす
るか、明確に判別できるように記載して下さい。
※製造事業者の届出の年月日欄について、承認輸入事業
者又は承認外国製造事業者は、事業の届出年月日の記載
は必要ありません。
※承認を受けようとする特定計量器の欄の生産数につ
いては、過去 3年間の生産数を各年毎に記載して下さ
い。
※指定製造事業者の適用がある場合は、備考欄に「指定
製造」と記載してください。

※金額は 1型式について 1,950 円です。また、型式の追
加ごとに 1,950 円が加算　されます。　　
例：3型式×1,950 円＝ 5,850 円
※軽微変更承認により、型式承認番号に枝番が付けられ
ている型式は、別型式として取扱います。従って、手数
料としては枝番のある型式についても１件として 1,950
円が必要となります。

■申請の受付場所
　特定計量器の種類により受付場所が次表のとおり「つ
くばセンター」または「大阪扇町サイト」の２つの拠点
にわかれます

■記載事項変更届出
　既に取得している型式承認に対して代表者等の記載
内容に変更が生じている場合には記載事項変更届の提
出が必要になります。様式については以下のホームペー
ジでご確認頂けます。
http://www.nmij.jp/kosei/hoteikeiryo/katashiki.html

■その他
　今回の型式承認更新については、産業技術総合研究所
のホームページでもご案内させて頂いています。
http://www.nmij.jp/kosei/hoteikeiryo/katashiki/koushin.
html

■受付及び問い合わせ先
つくばセンター
独立行政法人産業技術総合研究所
計量標準管理センター 標準供給保証室
〒 305-8563　茨城県つくば市梅園 1-1-1 中央第 3
TEL 0298-61-4026 FAX 0298-61-4018
e-mail：calservice@m.aist.go.jp
大阪扇町サイト
産業技術総合研究所 関西センター ( 大阪扇町サイト）計
量標準管理センター標準供給保証室
〒 530-0025　大阪府大阪市北区扇町 2-6-20
TEL 06-6312-0521　FAX 06-6312-0524

大阪扇町サイトつくばセンター
　1．温度計
　 　 ガラス製体温計 
　  　抵抗体温計
　2．濃度計 
　3．振動レベル計 
　4．アネロイド型血圧計 

　1．タクシーメーター
　2．質量計
　 　 非自動はかり
　3．体積計
　　  水道メーター
　　  温水メーター 
　     燃料油メーター
    　 液化石油ガスメーター
   　  ガスメーター 
　4．アネロイド型圧力計
　5．熱量計
　6．照度計 
　7．騒音計

府
県
、
特
定
市
な
ど
の
地
方

庁
の
現
状
を
見
、
産
総
研
が

公
務
員
で
無
く
な
っ
た
事
を

考
え
れ
ば
、
考
え
直
す
必
要

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

■
地
方
庁
の
現
状
に
唖
然
と

す
る

　
地
方
庁
の
現
状
が
計
量
法

施
行
実
務
に
弱
体
化
が
進

み
、
法
の
解
釈
さ
え
十
分
で

は
な
く
、
単
純
な
質
問
に
も

答
え
ら
れ
ず
、
地
方
庁
自
身

が
計
量
法
違
反
を
行
っ
て
、

背
に
腹
は
変
え
ら
れ
ず
と

し
、
国
も
こ
れ
に
異
を
唱
え

ら
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
今
ま
で
の
関
係
者
を
し

て
唖
然
と
さ
せ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。（
元
日
本
計

量
士
会
会
長
、
元
通
産
省
計

量
教
習
所
所
長
）（
つ
づ
く
）


